
　　不納欠損額(29,875千円)の税目ごとの件
数は。　　

　　市民税836件、固定資産税1,346件、軽自
動車税218件である。

　　議会費
　　議会費
　　決算に占める議会費の割合は。
　　平成16年度1.33％、平成17年度1.27％、
平成18年度1.26％、平成19年度1.06％、平
成20年度1.04％、平成21年度0.92％である。
　　総務費
　　地域振興整備基金の取り崩しの内訳は。
　　霞ヶ城公園トイレ改築工事に27,880千円、
さくらの郷トイレ改修工事に9,737千円、歴
史まちづくり整備事業に7,444千円等である。
　集会施設敷地民有地借上補助金の対象は。

　　集会施設の敷地を民間から借り上げてい
る111の行政区等(二本松30、安達15、岩代
24、東和42)である。

　　民生費
問　出産祝金の支給対象者の内訳は。
答　第１子目となる出生児164人、第２子目
157人、第３子目98人である。

問　おもいやり駐車場設置状況は。
答　市内の48公共施設で73台分、18民間施設
で37台分である。

　　衛生費
　　河川等の水質検査結果をどう役立ててい
るのか。
　　基準値を上回る結果となった場合は、行
政区にお知らせする。また、広報紙やホー
ムページに掲載している。

　　農林水産業費
問　土地改良事業等に係る債務負担行為の平
成21年度末現在高は。

　　二本松地域456 , 3 6 6千円、安達地域
2,322,461千円、岩代地域47,975千円、東和
地域592,020千円。

　　商工費
問　岳温泉への観光入込客数は。
答　宿泊者が316千人、日帰り客が57千人。
　　土木費
問　歴史まちづくり整備事業に係る基本構想
策定について。

　　現在、国や地元と協議中であり、最終的
な方向性が出てから示したい。

　　消防費
問　消防設備を更新する際の根拠は。
答　消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ積載
車及び小型動力ポンプは、配備後約20年で
更新。

　　教育費
問　英語指導外国青年招致事業と外国語活動
講師派遣事業について。

　　中学校生徒の英語指導助手として３名を
雇用。また、小学校５・６年生を対象に外
国人講師２名を派遣している。
問　二本松地域の給食経費に賄材料費や給食
費負担金が計上されていない理由は。

　　二本松地域は自校方式のため、私会計と
なっており、一般会計には計上されない。

　　災害復旧費
問　公共土木施設災害復旧事業となる要件は。
答　１カ所の工事費が60万円以上、時間雨量
20㎜以上、日雨量80㎜以上が該当。県が災
害として動くものが該当。

問

問

問

問

問

問
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決算審査特別委員会

平成21年度各会計決算を認定

答

答

答

答

答

答

問

答

問

答 問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

堀 籠 新 一
　

○　財政健全化について

○　ＡＥＤ設置について

①一般会計、特別会計、企業会計全

部の平成21年度末の市債残高と

債務負担行為残高は。

②市民１人当たりの借金は。

③平成22年度末の市債残高と債務

負担行為残高の見込み額は。

実質公債費比率は。

幼稚園・保育所・コミュニティバスへの

ＡＥＤ設置は。

①市債残高は合計で478億9,672万

7,000円、債務負担行為残高は70

億9,919万6,000円です。

②78万1,107円です。

③市債残高は、477億4,266万7,000

円、債務負担行為残高は65億

7,871万円の見込みで、実質公債

費比率は、平成21年度末は19％、

本年度末は17.5％になる見込みで

す。

幼稚園・保育所への設置は、整備に

向けて取り組みます。コミュニティバス

への設置は今後検討します。

●１

●2

●１

●2

①保育士の臨時職員の実態と正職

員の採用について

②臨時職員３年で雇い止めの実態と

再雇用について

③待機児童解消のため、国が定員オ

ーバーの規制緩和策をとったことに

ついての見解は。

安達地区は今後人口増が見込まれ

ることから、安達駅東西自由連絡通

路は東西から乗り入れでき、ホームに

降りられる機能にする考えは。

①現在98名、臨時が61％を占め、ク

ラス担任も保育所７名、幼稚園12

名。平成27年度までに22名退職

する。子供の安全確保は何よりも大

切であり、定員適正化計画により

計画的採用を図る。

②今年から35名再雇用した。

③すし詰め保育となる。よりよい保育

環境のため、今までの基準とする。

自動券売機、自動改札機によるホー

ム乗り入れが想定されるが、利用形

態や費用の十分な考察が必要。

●１

●2

●１

●2

問 答

問 答斎 藤 広 二
[日本共産党二本松市議団]

○　保育士の雇用について

○　安達駅周辺整備事業につい

　　て

[真　誠　会]

①合併後の状況について、被保険者

数は何人増え、介護保険料普通徴

収の収納率はどの様になっている

か。給付費の増大で保険料が上が

る仕組みや低所得者の法定減免

制度の確立など、制度見直しが課

題ですが当局の見解は。

②介護認定者の未利用の実態の把

握は。

①学童保育などが利用する福祉セン

ターの体育館の建替えは。

②ふるさと村の水遊びができる公園

整備の検討とその後の経過は。

①平成21年度は15,984人、合併後

423人の増で普通徴収は88.7％と

年々低下が見られる。制度を持続

させていくためには、財源のあり方

で十分検討が必要。

②平成21年度は要介護・要支援認

定者の20.3％が介護サービスを受

けていない。今後、実態把握や原

因分析を進めたい。

①耐震補強及び屋根・床の修繕を行

い、施設を存続させる。

②施設等検討のために、今定例会に

必要な経費を提案した。

●１

●2

●１

●2

問 答平 　 敏 子
[日本共産党二本松市議団]

○　介護保険制度について

○　子育て支援策について

　平成２１年度の一般会計、特別会計及び企業会計決算は、第７回市議会９月定例会に上程され、９月１３日に
議長及び議会選出の監査委員を除く２４人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、安部匡俊
委員長、小林均副委員長のもと、２１日、２２日、２４日及び２７日の４日間にわたって決算審査を行いました。
　地方の財政環境が一段と厳しさを増す状況の中、委員会の審査では、２１年度の行財政運営の実績や各施
策の効果などについて活発な議論を交わし、全会計の決算を認定しました。

一般会計

歳　入

歳　出
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小 林 　 均
　

○　「地域主権改革」について

○　「新しい福祉」への取り組

　　みについて

①「地域主権改革」についての見解

は。

②補助金廃止と一括交付金化につ

いての見解は。

③二元代表制の在り方についての見

解は。

①大阪の２幼児放置死事件等、住民

と行政との連携のあり方が問われ

ている。子供の安全確保優先の対

応について伺う。

②本市の高齢者所在確認業務の実

態と、高齢者所在不明などの事実

はあるのか。

①地域主権改革を進めるためには、

地方への権限移譲と財源の十分

な確保が不可欠であると考える。

②客観的指標の採用と条件不利地

域への十分な配慮が必要である。

③今後共継続されるべきと考える。

①通告があった場合、迅速な対応に

努め、「こんにちは赤ちゃん事業」等

で未然防止に努める。

②介護保険、後期高齢者医療制度

の利用実績で確認の結果、所在不

明の高齢者はゼロ。又、百歳以上

の25人全員の所在を確認済。

●１

●2

●１

●2

①戸別所得補償制度実施に伴い、作

業受委託補助は廃止されるのか。

②廃止の場合、作業受委託の拡大を

どの様に推進するのか。

①当局が自ら牽引役になることを役

割に加えるべきではないか。

②今後６年間の事業期間の中で、情

勢・環境変化に対応した見直し、

追加等が必要ではないか。

①国の米政策転換に伴い、中山間地

域（岩代・東和）には受託者委託者

双方に交付されてきた補助金は廃

止された。

②市としては、認定農業者や集落営

農団体等担い手を育成してまいり

たい。

①行政の当然の責務であると考えて

おり、今後もリーダーシップを発揮し

てまいりたい。

②計画期間内にあっても、環境や情

勢の変化により必要が生じた際は

見直し・変更を行っていく。

●１

●2

●１

●2

問 答

問 答菅 野 寿 雄
[市　政　会]

○　産地づくり交付金について

○　過疎地域自立促進計画（案）

　　について

[公　明　党]

コミュニティバス運行の利用状況と運

行に対する苦情や見直しは。

①上水道、簡易水道の普及率は。

②第６次拡張事業は、あと何年で完

了するのか。

③第７次拡張事業計画の策定見通し

は。

④老朽化した送水管の布設替による

未普及地域の事業に対する影響

度は。

安達地域１日平均15名、東和地域10

名の乗車がある。乗り継ぎ、バス停の

表示、ルート、ダイヤの変更などで、コ

ース、運行時間などを改善点があれ

ば見直す。

①計画地域内普及率は、上水道の合

計で91.6％、安達簡水79.2％、岩

代簡水62.6％、東和簡水79.1％。

②目標年次は、平成32年度まで完了

を目指す。

③認可事業完了後に検討する。

④影響の出ないように計画を精査し

て取り組みたい。

●１

●2

●１

●2

問 答佐 藤 公 伯
[真　誠　会]

○　コミュニティバス運行の見

　　直しについて

○　水道未普及地域の解消につ

　　いて

　介護保険
問　配食サービスの委託先と実績は。
答　社会福祉協議会に委託し、平成21年度で
は16,040食分を宅配した。

　土地取得
問　公共用地の先行取得について。
答　所有者からの売却の申し出により取得。
今後は、整備計画策定について検討する。
　佐勢ノ宮住宅団地造成事業
問　分譲区画の残数と売却努力について。
答　残り18区画。チラシ配布や月刊誌への広
告掲載を行った。

　安達簡易水道事業
問　計画区域と計画人口は。
答　山ノ入、米沢、吉倉の区域。計画人口は
932人。

　岩代簡易水道事業
問　給水件数が前年度と比較して８件減少し、
853件となった要因は。
　　社会的減が主な要因である。
　東和簡易水道事業
問　公債費の繰上償還について。
答　平成19年度に許可を得たもの。年利５％
以上の残債(92,800千円)を低利資金への借
り換えを行うことにより将来負担の軽減を
図った。

　
　水道事業
問　未収金について
答　営業未収金101,161千円、営業外未収金
23,464千円、その他の未収金60,277千円。

問

答
問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

特別会計

企業会計

区分 国民健康保険  老人保健 後期高齢 
者 医 療 

介 護 保 険 
土地取得 公設地方

卸売市場
工業団地 
造成事業 事業勘定 直診勘業 保険事業勘定

歳   入 6,071,165 138,947 12,346 491,357 4,103,773 21,938 10,698 8,699 72,076 
歳   出 5,907,292 137,539 10,979 490,540 4,036,235 18,271 10,698 5,868 62,076 

1,733 0 0 0 0 0 0 0 0 
162,140 1,408 1,367 817  67,538 3,667 0 2,831 10,000 

佐勢ノ宮住宅 
団地造成事業

安達簡易 
水道事業 

岩代簡易 
水道事業 

東和簡易 
水道事業 

安達下水 
道 事 業 

岩代下水 
道 事 業 

 
 
茂 原 
財産区 

田 沢 
財産区 

石 平 
財産区 

針 道
財産区

44,057 26,084 119,604 389,212 279,739 149,431 1,324 343 3,568 141 
44,057 26,080 119,584 389,180 279,739 149,417 1,130 166 3,462 88 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 4 20 32 0 14 194 177 106 53 

区   分 工業団地造成事業 宅地造成事業  水道事業 下水道事業 

収 益 的 収 入 124,651 0 964,634  612,526  
支 出 106,482  - 854,437  608,701  

資 本 的 収 入 - - 184,838  308,167  
支 出 125,000  - 491,163  479,893  

介護サービス
　事業勘定

翌年度へ繰り
越すべき財源

区分 
歳   入 
歳   出 
翌年度へ繰り
越すべき財源

実質収支額 

実質収支額 

◎一般会計決算◎

◎特別会計決算◎

◎企業会計決算◎

 2,865,620千円

800,288千円
2.8　％

510,996千円
1.8　％

市　税市　債

その他
公債費 総務費

その他

民生費

衛生費

商工費

土木費

教育費

農林水産業費

交付金
国庫支出金

地方交付税

地方譲与税

4,533,803千円
15.7　％ 9,124,068千円

31.6　％

6,334,264千円
22.0　％

4,523,360千円
16.4　％

5,229,030千円
18.9　％

4,365,175千円
15.8　％

4,390,801千円
15.9　％

3,675,675千円
13.3　％

1,028,706千円
3.7　％

1,155,710千円
4.2　％

1,095,801千円
4.0　％

2,184,541千円
7.9　％

歳入決算額
27,648,799千円28,836,764千円
歳出決算額

9.9　％

11.9　％
3,420,643千円

県支出金
1,247,082千円

4.3　％

歳入 歳出


